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国道493号 北川道路2-2工区 事業概要
○国道493号北川道路2-2工区は、防災面や線形不良などの課題が連続する区間を避け、安全・安心な交通機能の確保

を目的とする道路です。
○このうち、和田トンネルを含む一部区間（延長2.7km）が、令和7年2月8日（土）に開通しました。
○引き続き、災害の危険性解消などに向け、残る区間の事業を推進します。
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バイパス区間
北川道路2-2工区

55
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事業名

計画区間
計画延長

　　　トンネル　2.5km 　　　橋梁　0.3km
　　　　和田トンネル　L=2.2km
　　　　柏木トンネル　L=0.3km

　　　　柏木１号橋　L=0.1km
　　　　柏木２号橋　L=0.2km

構造規格
設計速度
車線数

標準幅員
全体事業費
事業期間

２車線
8.0ｍ（0.75～3.25～3.25～0.75）
179億円
平成25年度～令和11年度

一般国道493号　北川道路2-2工区
高知県安芸郡北川村和田～同村柏木
4.0km（うち、和田トンネル区間2.7km）

第３種第２級
60km/h



【整備効果①】災害危険箇所の回避による安全・安心な交通の確保
○国道493号は、落石などによる危険箇所が存在し、災害による通行止めリスクが高い道路です。
○今回の開通区間は、トンネルが主な構造であり、災害による通行止めを確実に回避することができます。
○事業区間内の災害危険箇所を25箇所（約８割）回避でき、安全・安心な交通の確保が期待されます。

災害危険箇所数 事業
区間

部分供用
区間 備考

防災ランクⅠ 16 12 75%回避

防災ランクⅡ 17 13 76%回避

合計 33 25

➢災害に強い道路構造
現道：防災上の課題が連続する区間

部分開通区間 L=2.7km

防災ランクⅠ※1
防災ランクⅡ

北川道路２－２工区 L=4.0km

※1 H8道路防災等点検による判定区分
防災ランクⅠ：要対策、防災ランクⅡ：カルテ箇所

落石状況写真（H26.10月）
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落石状況写真（H29.10月）
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落石状況写真（H27.6月）
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3➢部分供用による災害危険箇所の回避割合

※2 H8道路防災総点検結果に基づく危険箇所数

※2

トンネル構造による
災害危険箇所の回避

和田トンネル（L=2.2km）
起点側坑口



【整備効果②】線形不良箇所の回避による安全性の向上
○国道493号は、車両走行時の急ハンドルやすれ違いが困難な線形不良箇所が存在し、事故も多数発生しています。
○今回の開通区間は、線形不良箇所を回避する設計速度60km/hの直線の道路です。
○事業区間内の線形不良箇所を22箇所（約７割）回避でき、安全性の向上が期待されます。

現道の箇所数 事業
区間

部分供用
区間 備考

事故発生件数 18 12 -

線形不良箇所 33 22 67%回避

➢線形不良箇所を回避するバイパス道路

現道：線形不良の課題が連続する区間

部分開通区間 L=2.7km

線形不要箇所※1
事故発生箇所※2

北川道路２－２工区 L=4.0km

※1 道路構造令による設計速度60km/hの
曲線半径R=150を満たさない曲線

※2 H27～R1の人身・物損事故数調べ（安芸署提供）
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➢部分供用による線形不良箇所の回避割合

線形不要箇所を回避
するバイパス道路

事故内容 平成27年 平成28年 平成29年 平成30年 令和元年 合計
人身事故 0 0 0 0 1 1
物損事故 4 1 6 2 4 17

合計 4 1 6 2 5 18

北川村営バスのすれ違い不能

対向車接近装置による
線形不良箇所の安全対策

大型車両との接触の危険性和田トンネル（L=2.2km）



【整備効果③】時間短縮による災害・救急医療活動や基幹産業の支援
○国道493号は第2次緊急輸送道路、重要物流道路の代替・補完路に指定されています。
〇最寄り医療機関は第二次医療施設である田野病院であり、救急時は地域住民に欠かせない道路です。
○今回の部分開通により現道区間を8分（11分→3分）短縮でき、全線開通後は47分短縮されます。
○緊急搬送時間短縮や北川村の基幹産業である「ゆず」の出荷輸送時間が短縮され生産性向上が期待できます。
〇津波浸水想定区間が20kmを占める国道55号の代替路としても期待され42分の時間短縮が実現できます。
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病院

ゆず畑

55

所要時間：国道493号経由 整備前：68分 → 整備後：21分

8分短縮

21分短縮 14分短縮12分短縮

田野病院

42
分
短
縮

ゆず加工場

【ゆず生産者の声 ※R3.1.20JA高知県聞き取りによる】

・事前通行規制により、国道が度々通行止めとなることがあり、通行止め
になると、長時間かけて迂回する必要があるので、大変困っている。

・道が悪い国道493号や、迂回路を長時間走行すると、走行不良による
青果の荷痛みも発生する。

・事業が完成すると、落石等や大型車とのすれ違い等の心配も無くなり、
安心して運転できるだけでなく、通行止め時に迂回する必要がなくなり、
大変助かる。

・長時間の迂回が必要なくなり、道路の線形も良くなるので、運搬等の
生産者の作業の負担も減るし、出荷効率の向上や、運搬時の荷痛みも
軽減され品質向上にも繋がるので、早く整備して欲しい。

※現道の所要時間はR3道路交通センサス、12時間平均旅行速度により算出
※整備区間の所要時間は設計速度60km/hにより算出

55

所要時間：国道55号経由 63分

47分短縮


